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Body　and　Language　in　European　Literature
Words　and　Things　in　Swift
Masaki　KONDO
　　　　　Jonathan　Swift　has　been　appreciated　as　a　misanthropic　satir孟st．　However，　reading　his　prose
with　a　mind　free　from　religion　and　moral，　we　find　behind　his　style　as　ironical　a　laughter　as
Rabelais’although　temperamental，　and　hear　in　front　of　the　page　a　roar　of　the　invisible　audience．
　　　　　The　way　Swift　treated　clothes　in．4　Tale　of　a　Tub　as　part　of　a　body　like　the　fur　or　skin　of　an
animal，　and　compared　the　body　and　mind　in　Christian　doctrine　to　the　two　clothes　intemal　and
extemal，　led　him　to　create　a　perfect　figure　in　Gu〃ive〆5　Traレels．　In“A　Voyage　to　Brobdingnag，”
the　description　of　smell　adds　to　this　political，　economic　and　religious　story　of　adventures，　some
animal　familiarity　beyond　the　scientific　and　reasoning　observation　and　criticism．　The　direct　contact
of　men　and　women　through　skin　and　smell　regardless　of　the　social　custom　of　both　the　sexes
suggests　Swift’s　proper　character　and　constitution　different　from　Rabelais’．　In　the　opening　part　of
“AVoyage　to　the　Houyhnhnms”Gulliver　says，“Upon　the　whole，　I　never　beheld　in　all　my　travels
so　disagreeable　an　animal，　nor　one　against　which　I　naturally　conceived　so　strong　an　antipathy．”
When　Swift　depicts　the　features　of　Yahoos，　his　disgust　agalnst　their　ugliness　represents　his
extremely　critical　mind，　and　its　abnormality　makes　him　a　literary　character　as　agressive　as　the
animality　of　Yahoos．　Swift’s　language　excels　more　in　piling　up　nouns　and　adjectives　of　vile　and
repulsive　meanings　than　in　enumerating　names　of　beautiful　and　luxurious　things　as　Rabelais　did．
　　　　　　At　the　general　assembly　of　the　Houyhnhnms，　one　of　the　members，　alleging　Yahoos’
filthiness，　reasoned　that　Yahoos　might　have　been　produced　from　the　ooze　and　froth　of　the　sea．　The
word“ooze”was　again　used　in　a　line，“Beごause　she［Celia］rose　from　st孟nk孟ng　Ooze？”from　his
poem，“The　Lady’s　Dressing　Room．”“Ooze”is　a　key　word　in　Samuel　Beckett’s　last　novella，
Worstward　Ho，　which　stands　for　the　ultimate　being，　literary　as　well　as　human．　The　escatological
affinity　between　Swift　and　Beckett　would　suggest　the　hereditary　position　of　the　latter　in　relation　to
the　former．
　　　　　　In　one　of　Swift’s　letteIs　to　Stella，　we　find　one　single　sample　of　the　secret　language　which
seems　to　have　habitually　been　used　by　them　but　has　mostly　been　lost．　Its　short，　infantile　sounds
give　us　a　hint　of　Swift’sanimal　and　intimate　approach　to　ladies．
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《特別研究》
西洋文学における身体と言語
一スウィフトの言葉と物一
近藤正毅
1　『桶物語』の衣裳
　カトリシズムとプロテスタンティズムの葛藤、デカルトの認識論、ロツクの経験論等の渦
巻く17世紀は、ルネサンスの華麗な文体以後、現実の認識と言語による命名・翻訳が重要な
論争の課題であったが、当時の宗教・国家の権力構造の中で、スウィフトはとかく「学術と
宗教の腐敗堕落の暴露（1｝」を目的とする謁刺の精神の面からとらえられて、もっぱら厭世と入
間嫌いの資質に固定されて評価されるのが伝統であった。しかしながら宗教や道徳の価値感
から解き放たれた自由な精神で彼の文章を読むならば、その文体の背後には、ラブレーにも
劣らぬ、しかし屈折した批評精神に包み込まれた豪快な笑いがあり、文体の前方にいる見え
ない自由な読者の側からは一層大きな咲笑が聞こえてくるのである。
　『桶物語』の「弁明」の中でスウィフトは「機知が人間本性の最も高貴かっ有用な資質であ
るのに対して、ユーモアは最も楽しい資質であるゆえに、この両者がひとしく構成要素とし
て盛り込まれた作品は、必ず世間で珍重されるだろう②」と述べている。ここでは『ドン・キ
ホーテ』の虚構と現実の対峙、作中作の入れ子構造、偽作者と真正作者との対決・競争とい
った近代小説の条件に基づいた、スウィフトのより哲学的な探究が、一層主体的な感覚の言
葉の衣裳をまとって、虚構としての物語から身を乗り出し、読者を誘惑し、物語の世界に取
り込み、そこに棲まわせてしまう。読者は物語を絵巻物のようにこの世の向こう側に眺め、そ
れζ平行に読み進む車中の旅人には放っておかれず、自ら物語の世界を踏査する冒険者に仕
立てられてしまう。したがって読者は自分の身体の生きる条件を意識させられる。
　『桶物語』の三人の息子が父親の臨終に際して、銘々が新しい上衣を形見の品として遺贈さ
れるという趣向は、たとえそれがキリスト教の創始者によって信徒に与えられた教義と信仰
を指していようとも（3｝、ルネサンスの華麗な衣裳と装飾を引き継ぐ時代としてはしごく当然の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブウルポワンアイデアである。ラブレーがガルガンチュワに着せた衣裳を見れば、胴着を作るために白儒
子、腰のガがら誼に犬の革、犀毒のために白いエスタメ羅紗と青いダマス絹、襲嬢のために
は同じ布を使い、二個の黄金の輪で釣り、これには金銀の緩紐刺繍や、金剛石、紅石、トル
コ玉、碧玉、ペルシャ真珠を添えた金銀細工の飾り紐がつけられていたというあんばいであ
る④。ルネサンス絵画で認識できるように、衣裳は人間の世俗的権勢や富のもっとも具体的な
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象徴であり、あらゆる精神的価値をも物質化・世俗化するたしかな標徴であった。
　ところで三人の息子の父親が語ったのは、これらの上衣には二つの効能が備わっていて、第
一に、丁寧に着ていれば生きている限りいつまでも新しく丈夫なままで、第二に、息子たち
の成長に見合って背丈も幅も自然と大きくなるからつねに身体にぴったり合うようになって
いるということである。この魔法のような上衣は身体を飾る衣裳であるだけでなく、身体を
包む皮膚であり、また身体を律する鞘でもある。そのあとでスウィフトは古代神学の信仰の
体系を仕立屋にかけて述べ、宇宙は万物を装う一組の衣裳で、地獄は大気で装われ、大気は
星辰で装われ、星辰は第十天で装われるという。地球という天体が完壁な衣裳であり、人間
も小上衣＝小宇宙、完全な揃いの上衣であると解説したあと、「宗教は外套であり、誠意は泥
道で履く靴であり、自愛心はフロックコート、虚栄心はシャツである。そして良心はズボン
であって、本来は好色と不潔を隠す用具だが、両方の用のために簡単にずり下げられるts）」と
いう。
　スウィフトはさらに揃いの上衣はもっとも洗練された理性的動物の種であって、それは特
定の組合せにしたがって別の呼稻を受け、「ある上衣が金の鎖と赤いガウン、そして白い棒と
大きな馬で飾り立てられると市長閣下と呼ばれるし、白　の毛皮が一定の位置に置かれれば
それをわれわれは判事と呼び、同様に薄地の綿織物と黒い儒子の見事な取合せをわれわれは
主教と称する⑥」と決めている。　ダンテの時代に較べて、カトリック教会支配下のルネサン
ス以後の服装文化の発達がしのばれ、ラブレーの農民文化とは桁はずれである。スウィフト
はキリスト教徒が人間は身体と精神という二つの衣裳、つまり自然の服と天上の服から成る
動物であり、前者は内側の服、後者は外側の服と考えているとまで衣裳論を進める。衣裳自
体が独立して生きる動物で一人歩きしている。となると「桶」そのものが鯨の遊ぶ玩具であ
るどころか、スウィフトの偉大な衣裳であり、カトリック教会、イギリス国教会、非国教派
の衣裳に対抗する大きな言語の動物である。スウィフトがこの衣裳を動物の毛皮や皮膚のよ
うに身体と一体化した、身体の一部のごとく臼在に扱い、キリスト教の教理における身体と
精神をも内外二っの服に喩える見方は、のちの『ガリヴァー旅行記』で完全な寓意像を造型
することになる。
2大人国の女たちの皮膚
　rガリヴァー旅行記』をイギリスやヨーロッパ文明国の政治・宗教・道徳等に対する批判、
課刺の寓意として解釈することから離れて、この作品が子供の読物としての生命が長かった
ことの理由を考えると、その文学的価値に一層近づくことができる。子供は本能的な好奇心
と鋭敏な身体感覚で、この作品に遊園地や動物園での日常感覚の転覆と、人間存在の相対化
の楽しみに通じる遊戯性を嗅ぎ取るからで、自然の中で動物に近い行動と発想の自由を残し
ている子供ほど、社会制度の中で不自由になっている大人に較べてこの作品の真価を直感し、
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素直にその空想世界の住人になれるのである。ガリヴァーの資質には文明批評精神と理性的
合理的人間の創意工夫の才のほかに、純真無垢な子供心があることを忘れてはならない。こ
れこそ本来の、それは自然界の動物に通じる、人間的素質であった。
　人間同士の最初の接触は言葉によってなされるが、それが通じないときは身振り言語によ
ってなされる。動物の異種あるいは同種の間の対面は視覚や鳴声に始まるが、身体が触れる
以前の、それに匹敵する具体性をもった物質的接触は嗅覚で、それは触覚よりも濃密で喚起
的でかっ浸透的である。それは皮膚感覚よりも前触れ的で奥行があり、したがって存在の本
質を刺戟する。それにもっとも遠い記号は意味的象徴的な言葉である。それは触れも臭いも
しない意味存在で、物質ではなく、声ですらないときがある。したがって空気の震動でも、発
話者の身体の行動の痕跡でもなくなる。それを介して、そこからある行動範囲に発話者の身
体存在を予感あるいは感知することがない。臭いは声よりも一層身体的で、したがって触覚
的である。声は信号として体内に取り入れられるのに対して、臭いは味とともに、物質とし
て体内に受け入れられるからである。
　ガリヴァーが大人国、プロブディンナグに取り残され、そこの農家に運ばれ、家族と夕食
を共にしたあと、一歳の子供の玩具にされかかり、わめく子供に乳母が乳を呑ませて鎭めた
ときの情景の描写はもっとも際立ったもので、それはたんに対象物の見かけの大きさの相対
性を物理的に説明する以上の、女への皮肉と性的意味を含んでいる。とくに乳母とガリヴァー
の関係は、18世紀の上流社会の子供を乳母が養育する慣習に影響されたと推定されるスウィ
フトの女性観を反映していると論ぜられているe｝。その可能性を考慮に入れてガリヴァーと乳
母の間の感情の動きを辿ると、スウィフトの身体と言語の関係に、性格形成と文体の両面か
らf肉迫”することができよう。性的感受性は両者の有機的組成を解く鍵となるからである。
正直にいうと、あの巨大異様な乳房、我輩あれほど不快きわまるものをまだ知らない。大
きさといい、形といい、色合いといい、じつは好奇な読者諸君に、輪郭なりと伝えたいが、
あいにくなにに馨えてよいか、それさえわからない。なにしろ六フィートばかりも聲え立
ち、周囲はこれも十六フィートはあったろう。乳首はざっと我輩の頭の半分くらい、しか
も乳房全体にかけて、あざやら、そばかすやら、吹出物で、それはひどい斑魚だらけだ、い
やもうこれほど胸の悪くなる樵笏はない。彼女は乳を飲ませるのに便利な姿勢をとるし、我
輩は食卓の上にいる。近くからまざまざと眺めるのだ（助。
　この拡大された乳母の乳房の細部描写は、科学的な観察の一例というには異例である。そ
のあとで、英国の婦人連の肌も美しくは見えるが、一度虫眼鏡で見ようものなら、羽二重の
雪の肌も汚ない凸凹だらけの鳥肌だと断じている。さらにそのあとで小人国にいたときに、自
分の顔は英国の男性の中ではなかなかのものと思っていたが、その国の学者がガリヴァーの
掌に載せられて近くから見たときは、皮膚は大きな孔だらけ、髭の根は野猪の剛毛の十倍の
一5一
116
堅さ、顔色はふた目とは見られないだんだら模様でゾッとするようなものだったと相対化さ
れた現実の実相について述べてあるにしても、物語の始まり早々に乳母の巨乳房に読者の目
を釘付けにする意図には痛烈な性的批評が込められていると見ないわけにはいかない。
　ガリヴァーは赤ん坊の玩具にされ、頭を口の中へ突っ込まれてしまう。っぎに赤ん坊が口
に含まされた乳母の乳首はガリヴァーの頭の半分くらいあるという。合理精神のガリヴァー
の頭が赤ん坊の口にくわえられる玩具でもあり、また赤ん坊が吸う乳母の乳首でもあるとい
うのは、美と醜、欲望と嫌悪の反揆し合う反対感情の戯画である。
　この農家の九っの娘がガリヴァーの乳母係になり、彼は彼女をグラムダルクリッチと呼ぶ。
貧欲な農夫によって国の半分を見世物として連れ廻されたあと王妃に購われ、グラムダルク
リッチ共ども宮廷で暮らすようになってからも同じような場面が描かれている。
わが乳母君につれられてこれら女官たちを訪問する場合、もっとも困るのは、彼女たちが
我輩をてんで有るか無きかに、まるで手放しの心安立てに取扱うことである。現に我輩の
眼の前で平気で裸になって肌衣をかえる。我輩は彼女らの裸体をすぐ眼の前に、化粧台に
載せられているのだが、それがどうして盤惑的な光景どころか、なんとしても不快嫌悪以
外の何物でもない。近くからでも見て見給え、皮膚はザラザラで、凸凹だらけだし、色が
また斑魚だらけと来ている、それに丸盆大の難羊があちらこちらにあって、しかもそれか
　おひもら緒紐にまた輪をかけた太い毛がぶらぶら下っているのだ。いわんやからだの他の部分は
もういうまでもない。それだけならまだいいが、我輩がそばにいるのに平気で、飲んだも
のを排泄する。それがまた一度に少なくとも大樽二杯分の量を、二石ちかくも入ろうとい
う容器に排出するのである（95，380）。
　このプログディンナグ国の住民は身長が60フィートほどあるにしても、この叙述は他種の
動物についての観察というよりも、同じ人間の異性に対する感情が籠っている。男の身体に
っいては同様の評言は見当らないから、これはやはり異性への関心の裏返しと感じられる。こ
の少しまえに、ガリヴァーがよく丸裸にされて侍女たちの懐に抱き締められることがあるが、
その肌から出る猛烈な悪臭でたまらないと書いてある。自然の体臭の方がまだましで、香水
など使われると卒倒して目を廻しそうだという。悪臭ではあるにしても、嗅覚の描写は、こ
の政治・道徳・宗教的冒険物語に、科学的・理性的観察・批評を越えた、ある動物的親密感
を添えている。それはふつうの人間の日常社会の文脈をはずれているために、海上で英国船
に救出されたり、イギリスの家族のもとへ無事帰ったときのような人間的な雰囲気とは違っ
て、人間をいったん動物的な物質的条件に還元した上での人間の本質的な身体感覚であり、存
在の通じ合いである。人間の男女の社会慣習を越えた、肌や臭いの触れ合いがあり、ここに
スウィフトの、ラブレーとは異る性格と気質が感じ取れる。この体臭に包まれた皮膚感覚が
濃密な“人間”関係というか、動物的な雰囲気を漂わせた世界を作るのはやはり馬人間が住
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民であるフウイヌム国である。
3　フウイヌム国の食物と排泄
　「フウイヌム国渡航記」の冒頭でガリヴァーが見た奇怪で醜い動物について、彼は「これほ
ど不快な、またこれほど見るからに激しい反感を感じた動物というものはなかった。もう見
るのもこれでたくさんだし、胸のなかは侮蔑と嫌悪でいっぱいだった（193，434）」という。
われわれは人間の手の加わらない、自然界の動物に対してこのような感情を抱くことはかっ
てない。それは悪魔か、同類の人間に対してのみ湧く感情であって、悪魔も人間の手の加わ
った、人間が想像した生き物である。人間はなぜ動物よりも醜くなりえるのか。そこに精神
が宿り、自然を超えたり自然に逆らった思考や行動をするからである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にわか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆが　さてこの醜怪な動物はガリヴァーの姿を見ると「俄に顔中の表情をさまざまに歪めた（193，
434）」。こういう不自然な醜い表情をするのは人間しかいない。内部で精神が歪むからであ
る。っいでその動物は、およそ小説というものの中でもっとも醜い行動をする。残忍卑劣な
行動は人間社会の中でいくらでもあるが、動物的だが動物は決してしない、これほど下種で
語るに落ちる行動は精神異常者にしか見られない。ここではまさに精神が病んでいる。その
ような場面をまたスウィフトが小説に堂々と書くということは、人間に対する並はずれた批
　　　　　　評精神の表れである。その異常さがスウィフトを上の動物ヤフーに匹敵する、それに対抗す
る文学者に位置づけている。
我輩は、いつさんにとある立木のそばへ駈けよると、樹幹を後楯に、短剣を振り廻しなが
　　　　　　　　　ふゼら、辛うじて彼らを禦いでいた。だがっいに奴らのうちの数匹は、背後の枝をつかむと、ヒ
ラリと樹上に躍り上って、我輩の頭上から彼らの排泄物をジャージャーやりはじめた。し
かしこれは我輩、樹幹にピッタリ身を寄せて、なんとかうまく逃れてはいたものの、なに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つしろあたり一面に落下する汚物のたまらないこと、ほとんど息も塞まりそうだった（194，
435）。
　こういう悪意のある排泄行為を行うのは人間化した動物で、それは正面攻撃というよりも、
自分の恥部を晒した逆手のいやがらせである。『ガリヴァー旅行記』には排泄物の記述が多く、
それは人体の自然でもあるが、悪の具体物として扱われることが多い。獣入間ヤフーとガリ
ヴァーが馬主人と馬下男によって対面させられ、その容貌を仔細に比較されたとき、ガリヴ
ァーは恐愕する。
My　Horror　and　Astonishment　are　not　to　be　described，　when　I　observed，　in　this　abominable
Animal，　a　perfect　human　Figure（199，438）；
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　この獣の中に完全な人間像を認めた恐怖は、ダンテの「地獄篇」にも匹敵するが、それが
予想されていた場所と違って、自然界で獣人間に遭遇することは遙かに恐ろしい事件である。
ヤフーは汚物が人間に具体化したような存在である。これに対して馬人間“フウイヌム”は
この国の言葉では馬のことだが、語源はthe　pθtfection　of　natureだというのはいかにも対照的
である。この理性的馬人間と臼堕落の獣人間の間で、とかく前者から後者と同類と見られな
がらも、良心的人間のガリヴァーは必死で獣人間との違いを強調する。その最たるものは彼
が服を着ているために頭と顔と手以外に体毛がないことと、身体の色が一様でないことであ
る。ある朝彼がまだ寝ている間に下僕が入って来て裸の姿を見られてしまい、彼が昼間服を
着ていたことが明らかになってしまうが、服は動物の体皮と見なされる。存在と表皮の一体
観、その衣裳観は『桶物語』に見られた衣裳の存在論が基になっていることが分る。
　ガリヴァーが服と肌とが違うことを証明するために馬主人の前で裸になる場面は、「自然が
隠せと教えている部分（205，442）」を露出しないということを除けば、彼が言語と理性から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　もっとも遠去かり、捨て身で獣人間との違いを納得させようとしたところである。馬主人は
ガリヴァーの身体をやさしく撫で、数度周りを廻って眺める。しかし海から陸に上ったオデ
ュッセウスのように全裸ではない。紳士的というか不様というか、「シャツは上は腰までずり
下ろし、裾はあくり上げて、ちょうど腰の周りに帯のように捲いて、全身丸出しにはならな
いようにした（205，442）」。オデュッセウスもナウシカアの前ではオリーブの枝で局部を隠
したが、それは女性の前で礼儀を重んじた英雄の作法であった。
　馬は当然裸身であり、この馬主人自身も「自然がみずから与えておきながら、それを隠せ
と教えるなどということはとうてい考えられない。現に彼自身にしろ、家の者にしろ、自分
のからだで恥しいと思うようなところは少しもない（205，442）」といっているのである。両
者の“目然”の理解が異っており、ガリヴァーはむしろ自然に反していることになる。彼は
馬の前で人間存在を証明するというよりも、子供のようにいじけており、馬の慈悲を乞うて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とらわれびと獣人間との差異を認めてもらおうとしている。英雄どころかいっも囚人である。それでいて
地獄の定められた層にはめ込まれているわけではなく一定の社会内で自由であるから、彼は
近代人である。豪胆な農民のガルガンチュアから較べれば、裸の雄馬の前で性器を見せられ
ない、おどおどした都会っ子である。自然の法則の中でのありのままの自然と、人間社会の
中で制度化された神の代理人が司る自然、人知が合入したために罪に落された自然である。ル
ネサンス以後自然は文化的になり（耕作され）、人間の肉体の内部の自然も法・信仰・道徳・
習慣という社会制度の下で、欲望の自然な充足は歪められるようになった。
　ラブレーは堂々と肉体でカトリックに対抗したが、スウィフトは言語の衣裳で、一層制度
化されたカトリックと英国国教に向き合った。馬主人もガリヴァーの身体の恰好や蔽い物の
有無よりも彼の言語能力と理性に遙かに警嘆している。スウィフト自身の言語能力はラブレー
のように美と贅沢の名詞の列挙よりも、醜悪と唾棄すべきものの名詞と形容詞の重層化に冴
えており、そこに痛烈な快感を味っているようである。彼の糞便学は内部で嘔吐に通じて上
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下逆転する。人間の大小や馬と人間の立場の逆転・相対化は、けっきょく上下の孔の転換に
還元する。身体は出口と入口を交換することによって浄化する。スウィフトの批判・調刺は
このような身体的構造に裏付けられており、そこから射出のエネルギーを引き出している。冒
頭のヤフー族のガリヴァーに対する糞便攻撃も、スウィフトの批評を対象化した光景である。
盛んに理性ということばが振り撒かれているが、スウィフトの攻撃弾は論理的あるいは比喩
的批評言語よりも否定的物質言語で、身体においては人間的品性とは対極の排泄物となり、自
然界においては絶妙な非人間的事物となる。その無表情で空白の、したがって反人間的批評
を無言で反射させる対象物の烈挙は、スウィフトがルネサンス人の包括的言語とは対照的な、
ポストモダンの現代的な批評精神と冷徹なまなざしをもっていたことがわかるのである。
　ガリヴァーが馬主人に英国の法律や経済や病気にっいて語ったあと、医者の療法にっいて
弁ずる言葉はきわまっている。すべての病は飽食からくるので、自然の出口からでも上の口
からでもよいから大々的な排泄が必要だといったあとにこう述べる。
Their　next　Business　is，　from　Herbs，　Minerals，　Gums，　Oyls，　Shells，　Salts，　Juices，　Seaweed，
Excrements，　Barks　of　Trees，　Serpents，　Toads，　Frogs，　Spiders，　dead　Mens　Flesh　and　Bones，　Birds，
Beasts　and　Fishes，　to　foml　a　Composition　for　Smell　and　Taste　the　most　abominable，　nauseous
and　detestable，　that　they　can　possibly　contrive，　which　the　Stomach　immediately　rejects　with
Loathing：And　this　they　call　a　Vomit．　Or　else　from　the　same　Store－house，　with　some　other
poysonous　Additions，　they　command　us　to　take　in　at　the　Orifice　aboソe　or　be’ow，（just　as　the
Physician　then　happens　to　be　disposed）aMedicine　equally　annoying　and　disgustful　to　the
Bowels；which　relaxing　the　Belly，　drives　down　all　before　it：And　this　they　call　a　1）urge，　or　a
Clyster（220－221，452）．
　「草木、鉱物、ゴム、油、貝殻、塩類、樹液、海草、糞便、木皮、蛇、躍擦、蛙、蜘轟、死
人の骨肉、鳥獣、魚（220，452）」という物の名前の羅列を眺めると、その選択・組合せ、そ
の物が一つ取り出されて置かれたときの姿には、詩的という表現を許さぬスウィフトの現実
凝視のまなざしと、その裏になに食わぬユーモアが流れていることが分る。これをもって薬
とするというのは毒をもって毒を制するとか、味噌も糞も一緒にするの類である。the　most
abominable，　nauseous　and　detestableとはスウィフト得意の表現で、低次元の物質・動物の間に
は上下の序列がなく、その次元で扱われた人間の身体も上下の口の区別はなくなってしまう。
理性と肉体も言語の上では対等に扱われ、物のように並列される叙述は科学的客観主義を基
にした、宗教的・階級的序列社会への挑戦ととれる。英国の貴族について語るところで、ガ
リヴァーはこう述べる。
That，　a　weak　diseased　Body，　a　meager　Countenance，　and　sallow　Complexion，　are　the　true　Marks
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of　noble　Blood；and　a　healthy　robust　Appearance　is　so　disgraceful　in　a　Man　of　Quality，　that　the
World　concludes　his　real　Father　to　have　been　a　Groom　or　a　Coachman．　The　lmperfections　of　his
Mind　run　parallel　with　those　of　his　Body；being　a　Composition　of　Spleen，　Dulness，　Ignorance，
Caprice，　Sensuality　and　Pride（223，454）．
　ここでも上下の口は同一視され、精神も肉体も同等扱いされ、両者の間に口から肛門まで
愚鈍の言葉が腸詰めにされている。
　ガリヴァーがラピュタへ渡航した際、そこの学士院を訪問したときも、ある部屋で人類の
排泄物をふたたび原食物に還元しようと研究している学者に会う。「各組成物を分離し、胆汁
に染った着色を除き、臭気を放散させ、淳渣の分泌物をすくいとってしまう（153，412）」と
いう。
　スウィフトの言語がたとえ人工衛星のような空に浮ぶ島ラピュタに昇っても、崇高あるい
は魔術的なものに向かって飛翔することがなく、地表を航海あるいは探険するごとく、芋虫
の歩みを続けるのは、宗教と科学の間で人間の文明のいかがわしさを狙い撃ちしようとする
からである。「憂欝、愚鈍、無知、気紛れ、好色、高慢（223，454）」といった言葉の集合体
が貴族の精神と肉体をともども具現しているのである。馬主人はヤフーの病気とその療法に
ついて語り、「彼らの糞尿を混ぜ合わして、これをむりやりにヤフーの咽喉に押しこむのであ
る（228，457）」というのも、ガリヴァーが話す、先の人間の療法と同類である。
　人間を超えた理性をもっ馬人間フウイヌムと暮らすことによってガリヴァーが覚える人間
に対する嫌悪感は、自分と同種の動物であるといわれる獣人間ヤフーに対象化されて、そこ
に員の存在を認識するようになる。自然界の動物が入間の社会を乱すようになると人間から
否定的動物として扱われることがあるが、ヤフーは自然の動物ではなく、悪意をもった不潔
な生物で、そういうねじれた性格は地上では人間しかもっていない。ガリヴァーの話を聞い
てフウイヌムは、人間は理性の代りに生来の悪を助長するような特質だけをもっているに違
いないと考え、「ちょうど揺れ動く流れに映る影というものは、実際よりも大きいばかりか、
妙に歪んだ、ひどく不恰好な形を映しかえす（215，448）」と哲学的な反省をする。
　第九章でフウイヌム国の全国会議が開かれ、地上からヤフーを撲滅すべきやいなやという、
この国開開以来の討議が行われる。
That，　as　the　Yahoos　were　the　most　filthy，　noisome，　and　deformed　Animal　which　Nature　ever
produced，　so　they　were　the　most　restive　and　indocible，　mischievous　and　malicious（236，462）：
　この弁論にあるように、まさに自然の造り出した動物でこれほど醜悪なものは存在しない
ので、それはもはや自然界に生息する動物とはいいがたく、人爲によって歪んだもの、それ
も外的・肉体的な原因によるというよりも、内的・精神的な理由によるもので、それこそ“不
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自然”といえる生き物である。しかもこの生物がもともとこの国に棲んでいたのではなく、大
昔にこの獣が二頭一緒に山の上に現われ、それも「太陽熱のために腐った泥土の中からでも
湧いたものか、それとも海の泥あぶくからでもできたものか、それはまったくわからない（237，
462）」という。それはまるで粘菌類のような、最下等動物か植物のような発生の仕方である。
生命の発生をそのように最低物質に求め、しかもそれがヤフーとなって蕃殖し、それが人問
と同類でもあるという論議は、言語の発生とともに文学の原点をも示す機会を提供している。
この「腐った泥土」corrupted　mud　and　slimeや「海の泥あぶく」the　ooze　and　froth　of　the
sea（237，462）はもっともあいまいな地上の物質で、海の泡からはかつてアプロディーテーが誕
生したにせよ、それは大地ガイアが夫の天ウーラノスを怨んで子のクロノスにその陽物を切
り取らせ、それを海原に投げ落すとやがてまわりに白い泡が肉魂から涌いてきたのであって、
精液の象徴と考えた神話である。このoozeをスウィフトは詩“The　Lady’s　Dressing　Room”の
中にも使っている。
Ipity　wretched　Strephon　blind
To　all　the　Charrns　of　Woman　Kind；
Should　I　the　Queen　of　Love　refuse，
Because　she　rose　from　stinking　Ooze（9）？
　貴婦人セリア（Celia）の化粧室を留守中にこっそり入って調べた田舎者のストレホン（Strephon）
は、そのあまりの汚なさに唖然とする。それを列挙するスウィフトの言葉は詩語とは思えぬ
徹底ぶりである。
But　oh！it　tum’d　poor　Strephon’sBowels，
When　he　beheld　and　smelt　the　Towels，
Begumm’d，　bematter’d，　and　beslim’d
With　Dirt，　and　Sweat，　and　Ear－Wax　grim’d．
No　Object　Strephoガ5　Eye　escapes，
Here　PettyqoatS　in　frowzy　Heaps；
Nor　be　the　Handkerchiefs　forgot
All　vamish’do’er　with　Snuff　and　Snot．
The　Stockings，　why　shou’d　I　expose，
Stain’d　with　the　Marks　of　stinking　Toes；
Or　greasy　Coifs　and　Pinners　reeking，
Which　Cetia　slept　at　least　a　week　in？
APair　of　Tweezers　next　he　found
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To　pluck　her　Brows　in　Arches　round，
Or　Hairs　that　sink　the　Forehead　low，
Or　on　her　Chin　like　Bristles　grow（10）．
　スウィフトはストレホンの好奇の手よりも手荒くセリアの私物を暴き出し、ストレホンの
目よりも鋭くセリアの身体と排泄物や分泌物を凝視する。その上拡大鏡まで見っけてセリア
の鼻の穴を覗き込む。
A　Glass　that　can　to　Sight　disclose，
The　smallest　Woml　inωlo’s　Nose（ii｝，
　これはガリヴァーがプロブディンナグ国で乳母に連れられて女官たちを訪問する場面．を想
い出させる（95，380）。スウィフトはこのような混乱から秩序が生まれ、糞からはでやかな
チューリップが育つ（12）といって上の詩を締めくくる。
　生命と言語が発生する原初的な素材と条件に対するスウィフトの、科学者のように無差別
で外科医のように裁断する批評精神の、対照的に内面的な継承者と思われるサミュエル・ベ
ケットはスウィフトのように口と肛門を直結し、さらには子宮と墓穴を連結し、言語を音と
意識の根源にまで還元したが、このoozeという言葉を『勝負の終り〔13）』と『さいあくのホー
へ（14）xの中に使っている。口や肛門から滲み出る（ooze）水分であり、漏れ出る（ooze）音で
あるooze（軟泥）はwordsの音と質の原素材と考えられ、それがスウィフトにおいては海の
泥であり、ベケットにおいては頭蓋骨に残存する心のわずかな痕跡である｛ls｝。ここではヤフー
は泥から発生したのではないかといわれる。スウィフトの文学や人間の根底に排泄物や泥が
あるというのは、キリスト教の神による人間の創造とは異って、人間の本性は汚物であると
いう否定の精神が織り込まれており、それが入間社会への批評になっている。
　理性の動物フウイヌムを崇敬するうちにガリヴァーは彼らの身振り口調を真似、それが身
にっいてフウイヌムたちにからかわれたりするが、ガリヴァーはそれをむしろお世辞と取る。
そしてふと池や湖に映った自分の姿を見たときは、その恐ろしさとおぞましさに顔を背ける
ほどになる。
　ガリヴァーはフウイヌム国から手製のカヌーで追放されたあとポルトガル船に拾われるが、
船長と乗組員の体臭に卒倒しそうになり、ヤフーの皮で作った衣服を脱いで船長のスーツを
着ることを拒み、人類への嫌悪感を隠すのに苦労する。リスボンに着いてからは恐怖は減じ
るが、憎悪と侮蔑の念は増し、ロンドンの自宅に帰って妻子に会っても憎悪と嫌忌と侮蔑の
念がっのるばかりである。高貴なフウイヌムたちの美徳を想い浮べるにつけ、自分がヤフー
族の一匹と交尾し、一人ならず子までもうけたと思うと、恥辱とろうばいと恐怖を覚える。最
初の一年間は妻子の体臭に我慢できず、同席もしなければ食事も共にせず、ガリヴァーのパ
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ンに触わらせず、同じ茶碗を使わず、手も握らせなかった。彼は馬とその体臭にこよない慰
安を感じる。
　スウィフトは他者との肉体的接触をかくべつ好まなかった人間のように思えるが、あるい
はむしろそのためか、この作品は好悪両方の動物の体臭に満ちている。その臭う空気を馬の
いななきに似たフウイヌムの理性的な言語が静かに行き交う。ガリヴァーは自分の母国語の
英語を含めたヨーロッパ語でない人間の言語、とりわけ馬の言語で会話することに精神の安
らぎを見出している。彼はロンドンで買った二頭の種馬と毎日少くとも四時間は会話をする。
何の会話をしているかは語らないが、馬は彼のいうことはたいていはわかってくれるという。
彼らの間でしか通じない、悪徳に染っていない言葉の会話は、彼らの理解と親密を保障する
条件である。ガリヴァーは最後に、人間社会に対する攻撃と調刺に快感を覚えるよりも、馬
に理性と合理性の支配する居場所を見出すのである。
4ステラへの言葉とセクシュアリティ
　キャロル・ブリンは「スウィフトは彼の言語を通じて、懸命に抑制しようとしてきたセク
シュアリティの償いを行おうとしている㈹」と論じているが、このことは、「『手紙』の親密
さはスウィフトとステラを隔てる地理的距離［ロンドンーダブリン］に依存している（17）」とい
う考えとともに正当であろう。なぜなら古今東西の文学、とくに書簡文学がそれを証明して
いるからで、近くでは若いジョイスがダブリンからトリエステの内妻ノーラに夜毎送った手
紙ae）が有名である。
　ステラの1723年の誕生日に贈った詩の中で、スウィフトは詩想が浮ばず紙とペンとインク
の前で苦吟し、家政婦、執事、召使に儀式を執り行わせる。家政婦は九方を拝んで突き棒を
もって立ち、執事の地下貯蔵室の地面に円を描き、召使が鋤を手にして愼重に地面（墓土）を
掘る。
Behold　the　BOTTLE，　where　it　lies
With　Neck　elated　tow’rds　the　Skies！
The　God　of　Winds　and　God　of　Fire
Did　to　it’swond’rous　Birth　Conspire；
And　BacchiLs　for　the　Poet’s　Use
Pour’d　in　a　strong　inspiring　Juice：
See！as　you　raise　it　from　itS　Tomb，
It　drags　behind　a　spacious　Womb，
And　in　the　spacious　Womb　contains
ASov’reign　Medicine　for　the　Brains（19｝．
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　これはジョイスの『ユリシーズ』の中で、スティーヴン・ディーダラスがサンディマウン
トの海岸を散策していたとき砂浜に埋まっていたギネス・ポーターの瓶⑳を想起させるが、ス
テラの誕生日に地中から掘り起こされた葡萄酒の大瓶は、そのもたげた首とそこにバッカス
が注ぎ込む強い活性の液汁によって生なましい陰喩になっている。さらに墓と子宮のイメジ
はジョイスからベケットへと引き継がれる。ただここの子宮には生命の種子ではなく、頭脳
＝詩想の妙薬が入っているところが違っている。それにしても子宮の中に詩人の「頭」があ
るというのはスウィフトらしい。しかもこの瓶の首はその奥の子宮につながって一体となっ
ており、さらに子宮は墓穴の内側にぴったりと合わさっている。子宮と墓穴は上下あるいは
前後に相対しているのではなく、裏腹になっている。さらにその液汁をまず従僕に膝をっい
　　　　　　　　　　　　　ミュ－ズて飲み干させよ。そうすれば詩神が現われて、ステラを讃える詩が作れるだろうと歌う。ス
ウィフトは自分の酒瓶＝子宮から詩の生理をステラに送り届けたことになる。両性具有の詩
人の言葉は両性の体内を通過し、それが詩の生理となって流れている。
　ステラの1725年の誕生日に贈った詩の中で、スウィフトは老いとミューズの関係も歌い、
美と機知は若者のもの。機知の神は21歳、美の女神は15歳。私が56歳、君が43歳では詩
を歌うに相応しくない。私はなお君の散文の友となって尊敬と友情を表わそうという。
And　if　the　Muse　deny　her　Aid
To　have　them　sung，　they　may　be　said　（2’）．
　この年スウィフトは『ガリヴァー旅行記』を書き終っている。名誉と美徳と感覚と機知は
時間とは無縁で、私の目には容色は衰えようとも、耳には君はなお若いままでいられようと
いう。『ガリヴァー』の世界には動物の身体と体臭が溢れていたが、病気がちのステラと老い
を覚えるスウィフトの心境とは対照的である。ステラが死ぬ前年、彼女の誕生日に詠んだ詩
の中では肉体と精神の持続性について歌い、前者が20年前の食物の効能でなおも維持されて
いるように、後者も過去の美徳の効能で支えられているのだという｛22）。
　1728年1月にステラが死んでから数日間にスウィフトが綴った追悼文㈱には、当然ながら
ステラの身体はなく、ただ若いころの彼女が病気がちでやや太り気味、髪は漆黒だったとい
うことだけで、あとは真実と名誉を重んじた美徳と美点を讃える言葉で埋まっている。
　スウィフトのステラ宛の書簡の内容はすべてスウィフトのロンドン生活の日録のようなも
のだが、その一通に注目すべき文句が含まれている。それは整理・筆写されて出版された書
簡集の、おおむね謹厳な趣きとは異って、原物の手紙には私的な息吹きがみなぎり、親愛の
情が吐露されていた様子を推測させるに足るものである。
and　zoo　must　cly　Lele　and　Hele，　and　Hele　aden．　Must　loo　mimitate　pdfr，　pay？Iss，　and　so　la　shall．
And　so　leles　fol　ee　rettle．　Dood　mollow（“）．
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西洋文学における身体と言語
これにはっぎのような脚註がある。
‘Here　is　just　one　specimen　given　of　his　way　of　writing　to　Ste〃o　in　these　joumals．　The　reader，　I
hope，　will　excuse　my　omitting　it　in　al蓋other　places　where　it　occurs．　The　meaning　of　this　pretty
language　is；“And　you　must　cry　There，　and　Here，　and　Here　again．　Must　you　imitate　Presto，　pray？
Yes，　and　so　you　shalL　And　so　there’s　for　your　letteL　Good　morrow．”’一一　Deane　Swift．　A
comparison　with　that　part　of　the／ourna’which　has　been　preserved　induces　a　doubt，　however，
whether　Deane　Swift’stranscript　is　quite　accurate（za．
　元の編者Deane　Swiftも“pretty　language”と評した上の語群は、ステラへの詩には抑制され
て現われなかった、スウィフトの秘められた詩的言語、まさに肉体的に馴れ親しんだ愛の隠
語を垣間見せている。スウィフトの従弟のDeane　Swiftは註の中で「ここに彼のステラへの書
き方の見本を一つだけ見せる」と書いているが、それはDeane　Swiftが1768年に印刷した39
通の「ステラへの手紙」にっいていったことで、その手紙の原物は以後所在不明のため確か
めることはできない。John　Hawkesworthが最初に出版して現在ある『書簡集』に含まれてい
る26通の手紙の文末にも、別れの挨拶としてしばしば同様の隠語表現が見られる。
一Ppt　does　not　say　one　word　of　her　own　little　Health．1’m　angry　almost；but　1　won’t　tause　see
im　a　dood　dallar　in　odle　sings，　iss　and　so　im　DD　too．　Gd　bless　Md＆FW＆Me，　ay＆pdfr　too．
farewell　Md　Md　Md　FW　FW　FW　Me
　　Lele　I　can　say　lele　it　ung　oomens
　　iSS　1　tan，　Well　aS　OO（26〕．
　公の言語ではない、二人の間だけの用語は母子間で通じる幼児語のように、肉体的・音声
的なもので、語ることは言葉で相手の身体に触れる仕種である。洗練された文明語が概念的
な意味記号になるのに対して、文学をもたない土着の民衆語が動物の哺き声のように闇に包
まれ、音楽的であるのに似ている。ガリヴァーがいろいろな渡航先の国の言語を想定し、そ
れを容易に習得していった言語感覚を、スウィフトがそなえていたことをこれらは物語って
いる。
　一方スウィフト自身の身体についての言及は、ロンドンの天候の不順とリューマチらしい
痛みに悩まされ、『ガリヴァー』の文体を予想させる細密描写でステラに訴えている手紙があ
る。
The　Pain　encreasd　with　mighty　Violence　in　my　left　Shouldr＆Collar　bone＆that　side　my　Neck．
On　Thursday　morning　appeared　great　Red　Spots　in　all　those　Places　where　my　Pain　was，＆the
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violence　of　the　Pain　was　confined　to　my　Neck　behind　a　little　on　the　left　side；which　was　so
violent　that　1　not　a　minutes　ease　nor　hardly　a　minutes　sleep　in　3　days＆nights．　the　SpotS　encreasd
every　day＆had　little　Pimples　which　are　now　grown　white＆full　of　cormption［tho’］small．　the
Red　still　contiues　too，　and　most　prodigious　hott＆inflamed．　The　Disease　is　the　Shingles．　I　eat
nothing　but　Water　gruell；1　am　very　weak　but　out　of　all　violent　Pain（2’），
　この帯状庖疹の症状についての記述はプロブデインナグ国の宮廷の女官たちの黒子の描写
を連想させるものがある。このときスウィフトは44歳であるが、病いに患された苦痛を訴え
るのに、ステラへの詩では憐みを乞い讃辞を投げかけているが、手紙の散文では自分の身体
を医者のように観察している。詩の言葉ではなく自分の身体を、いたわられるために差し出
している。そういうことができたのは、自分が病苦に苛まれていたからであろう。
5言葉と物
　セルバンテスの影響下にあったといわれるスウィフトも、ルネサンス後のこの新しい科学
と哲学の時代を特徴づけた、言語と現実の関係の問題が絶えず念頭にあった。新しい科学的・
数学的記号による世界の概念化を、スウィフトは糞便的・身体的現実を意図的に提示するこ
とによって対照的に謁刺し、その両極を行使する人間の相対的な揺れがガリヴァーの旅行で
もあった。スウィフトはそれを宗教改革をめぐる教義の論争にも用い、『樋物語』の中でピー
ターは黒パンを羊肉と葡萄酒だと主張して弟たちに信じ込ませる。「パンは生命の支えであり、
この中には牛肉、羊肉、積肉、鹿肉、鶉、プディング、カスタード等々の精分が含まれてい
る。そしてその中に適量含まれている水の適度な硬さは酵母菌ないし麹で中和されてほどよ
い発酵酒となり、パンの素材全体に染み出るからすべては理想的になるC2e）。」
　ガリヴァーは浮き島ラピュータへの渡航の際に学士院を訪れるが、そこの言語学校で自国
語の改良計画が検討されており、その一つは、言葉が肺を消耗で縮小させ、短命にっながる
のを防ぐ方策であった。それは「言葉は〈物〉の名前にすぎないので、みながそれぞれ話そ
うと思うことを表現するのに必要な〈物〉を持ち運んだ方が便利である（158，414）」という
ものであった。これは多音節語を排して単音節語のみとし、動詞と分詞も廃止して名詞だけ
にするという第一の計画に相応じている。「現実においては想像できるものといえば名詞だけ
であるから（158，414）」という。彼らは想像、空想、発明というものを知らず、その観念を
表わす言葉もなく、彼らの思想と精神の領域は数学と音楽の内部に限定されている（137，404）。
　物と名前を対等に扱い、社会の諸現象に国家を問わず言語の網を被せて平等化することを
調刺の方法とし、数学的合理性を追求する一方で下等の身体的現実を対置することによって
差異の平準化を目論むスウィフトの論述の方法は、現代の情報化社会の先駆的な批評家とし
て彼を文学史上に位置づける。
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　　　　　　　　　　　　　　　西洋文学における身体と言語
　結婚に際して送った「若い婦人への手紙㈱）」の中でスウィフトは女性を論じ、ガリヴァーの
世界を想わせる比喩を書いている。
Icannot　conceive　you　to　be　Human　Creatures，　but　a　sort　of　Species　hardly　a　degree　above　a
Monkey；who　has　more　divening　Tricks　than　any　of　you；is　an　Animal　less　mischievous　and
expensive，　might　in　time　be　a　tolerable　Crltick　in　Velvet　and　Brocade㈹，＿
人間と猿が言葉の上でやすやすと対等に比較され、滑稽な調刺の効果を与えている。Critick
in　Velvet　and　Brocadeもスウィフトの得意な衣裳哲学である。さらにそのあとでペチコートの
追い打ちをかける。
Iexpect　that　your　Dress　shall　be　one　degree　lower　than　your　Fortune　can　afford；and　in　your　own
heart　I　would　wish　you　to　be　an　utter　Contemner　of　all　Distinctions　which　a　finer　Petticoat　can
give　you；because　it　will　nejther　make　you　richer，　handsomer，　younger，　better　natur’d，　more
vertuous，　or　wise，　than　if　it　hung　upon　a　Peg（31）．
　ペチコートの中身の身体がとっぜん掛け釘に変ずるさまは、ブラックのキュビスムのタブ
ローが、掛け釘に掛けられたパレットに還元するように描かれているさまを想い出させる。キ
ャンバスは姿を消して、キャンバス以前のパレットに変ずる。身体と物（掛け釘）、物と言葉
（名前）の等価性と自在な転換は、身体と衣裳の等価な一体性に発していた。衣裳としての言
語、名前としての言葉、それと身体あるいは物の現実が、理性と糞便のように対等であり、隣
り合わせになっているのがスウィフトの文学であり、それはスターン、キャロル、ベケット
に継承される文学の系譜である。
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